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 モンゴル語ハルハ方言（以下モンゴル語）の第 2 音節以降の母音体系は、「母音の長短の
対立はなく、音素的母音 (phonemic vowel) と挿入母音 (epenthetic vowel) の区別である」と
されている。phonemic vowel は第 2音節以降で唯一の音韻的な母音である。epenthetic vowel
は位置も音価も予測可能であることから、音韻的には存在せず、規則によって挿入される音
声的なものであるとされる。 
 しかし、この解釈では問題となり得る例がある。動詞の未来・形動詞形 -x は、正書法に
おいて必ず直前に母音を伴って書かれ、母音が書かれない名詞・形容詞と正書法上のミニマ
ルペアをなす。（本稿では、正書法による綴りの転写を <  > で表す。） 
 
 (1) <alx>  ‘hammer’ vs.  <alax>  ‘kill-FUTP’ 
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palatal velar uvular 
stops (p), b (pj), bj t, d tj, dj (kj), gj (k), g ɢ 
affricates   ʦ, ʣ č, ǰ    
fricatives   s š xj x [x~χ]  
lateral fricatives   l [ɮ, ɬ] lj [ɮj, ɬj]    
nasals m mj n nj  ŋ  
rhotics, glides w wj r rj j   
 
2.1.2 母音体系 
母音体系は、位置（第 1音節か第 2 音節以降か）によって異なるとされている。 
第 1音節では、長母音と短母音の対立がある。一方、第 2音節以降には長母音と短母音の
対立はなく、「音素的母音 (phonemic vowel)」と「（音素的でない）挿入母音 (epenthetic vowel)」
の区別であるとされている（Svantesson 2004、Svantesson et al. 2005、Karlsson 2005 など）。以
下に音素的母音の体系を示す。 
 
   表 2：母音体系（第 1音節） 表 3：母音体系（第 2音節以降） 
short  long  diphthongs monophthongs  diphthongs 
i u  ii uu   ui i u   ui 
e2 ʊ   ʊʊ   ʊi  ʊ   ʊi 
 o   oo   3 e o    
a ɔ  aa ɔɔ  ai ɔi a ɔ  ai ɔi 
（Svantesson et al. 2005: 22 (2) 一部改変） (Svantesson et al. 2005: 24 (4)) 
第 2音節以降の monophthongs は、歴史的には長母音に由来しているものの、音声的に第
1音節の長母音よりも短母音に近い長さを持つことから、Svantesson et al. (2005) では「短い」
母音であるとされている。しかし、「短い」と解釈することの妥当性は疑わしい（Janhunen 2012, 
植田 2015a, Ueta 2015 など）。さらに、第 2音節以降の母音体系（短母音と長母音の対立が本
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 Svantesson et al. (2005) などでは、閉鎖音・破擦音を有声／無声の対立ではなく無気／有気の対立
と捉えるなど、いくつかの点で本稿とは異なる解釈を取っているが、その点には立ち入らない。 
2
 Svantesson et al. (2005) では、第 1音節の短母音に e がない（i と e が合流した）とされているが、
筆者は e を認める立場をとる。詳しくは植田 (2014) を参照。 
3








この母音は、音韻構造に現れる子音連続 (consonant cluster) を避けるための、音声的な「挿
入母音」である。 
 
 (2) …not only the quality, but also the places, where reduced vowels occur are predictable. Thus 
   they can be inserted (epenthesized) by a rule, and need not be present in phonological      




直前の子音が歯茎硬口蓋音（š, č, ǰ）および口蓋化子音（Cj）の場合、挿入母音の音価は [ĭ] 
となる。その他の環境では、母音の音価は母音調和によって決定され、基本的には先行母音
の音色を引き継ぐ。ただし、[i], [ĭ]（二重母音の後半部分も含む）は母音調和に関わらない母
音であるため、無視される。当該挿入母音の前に [i], [ĭ] しか現れない場合、挿入母音の音価
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 全て [ə] で表記する先行研究もある。 




 (3)  Coda constraint 
    A string of two consonants is a possible coda if, and only if, it has decreasing sonority, that is, 
    if it consists of a voiced consonant followed by a voiceless consonant.  
(Svantesson et al. 2005: 67 (2)) 
 
 (4)  Monomorphemic syllabification 
 (i)  The phonological representation of the word is scanned from right to left and a maximal 
    coda (possibly empty) is found. 
 (ii)  The coda is combined with the preceding vowel to make a rhyme. If the segment      
    precediong the coda is a consonant, a schwa vowel is epenthesized as the nucleus of the 
    rhyme. 
       (iii) The precediong consonant becomes an onset, and the syllable is complete. 
       (iv) If there are segments left, the prodedure is repeated. 
(Svantesson et al. 2005: 69 (6)) 
 
 単一形態素からなる語に対する母音挿入の例を (5) に示す。 
 
 (5)  a.  /nert/    [nert]        ‘famous’ 
 b.  /baatr/   [baː.tăr]      ‘hero’ 
 c.  /bɔlwsrl/ [bɔ.ɮɔ̆ws.rɔ̆ɮ] ‘education’ 
 
 (5a) において、rt という子音連続はソノリティーが下降しており、コーダをなすことがで
きるため、間に挿入母音は入らない。一方、 (5b) の tr はソノリティーが上昇しており、コ
ーダをなすことができないため、間に母音が挿入される。 (5c) では、rl はコーダをなすこ
とができないため6、間に母音が挿入され、r がオンセットとなる。オンセットは 1 つしか許
されないため、左隣の s は前の音節のコーダに入ることになる。そして、ws はコーダをな
すことができるが lws はコーダをなすことができないため、l と w の間に母音が挿入され、
l がオンセットに入る。 
 複数の形態素からなる語は、語幹が音節化された後、以下の再音節化制約に抵触しない範
囲で再音節化される。つまり、音節化規則が cyclic に適用される。 
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 より詳細な規則については、Svantesson (1995)、Svantesson et al. (2005) を参照。 
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  (6)  Resyllabification constraint 
    On each morphological cycle, and epenthetic vowel cannot be inserted into the already     
    syllabified part of a word.                            (Svantesson et al. 2005: 74 (14)) 
 
 (5) の各例に接尾辞を付与した形を挙げる。なお、以下では母音調和によって交替する母
音を E (e~o~a~ɔ) および U (u~ʊ) で表す。また、本稿では、実際には現れない音形を * で表
す。 
 
 (7)  a.  nert-/Es/       [ner.tes]        ‘famous-ABL’ 
 b.  baːtăr-/Es/      [baːt.ras]       ‘hero-ABL’ 
 c.  bɔɮɔ̆wsrɔ̆ɮ-/Es/  [bɔ.ɮɔ̆ws.rɔ̆.ɮɔs] ‘education-ABL’ 
                (*[bɔ.ɮɔ̆w.sɔ̆r.ɮɔs]) 
 
 (7a) では、t がオンセット、r がコーダになるように再音節化される。 (7b) では、r が後
続音節のオンセットに、t が先行音節のコーダになった結果、挿入母音が不要となり、削除
されている。他方  (7c) では、ɮ がオンセットになるが、挿入母音を削除して r をコーダ






第 1 音節において、長母音は「母音字 2 つ」、短母音は「母音字 1 つ」で表記される。ま





位置 音韻的解釈 正書法 
第 1音節 長母音 vs. 短母音 <VV> vs.< V> 
第 2音節以降 音素的母音 vs. 挿入母音 <VV> vs. <V> 
 
 第 2音節以降における挿入母音字（短母音字）の種類は、基本的には挿入母音の音価に準
じる。すなわち、歯茎硬口蓋音（š, č, ǰ）の直後には必ず <i> が書かれる。ただし、口蓋化
子音は対応する字を持たないので、「口蓋化子音 + 挿入母音」を <子音字 + i> で表す。 
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 歴史的にも、どの位置でも長母音と短母音の対立であった。 








<(i), e, u> <e> 
<o> <o> 




（詳しくは角道 1974, Karlsson 2005, Ariunǰargal 2012 などを参照されたい）。 
 (5) および (7) に挙げた音節化の例に正書法による表記を加えると、以下のようになる。 
 
 (8) a.  /nert/     [nert]        <nert>      ‘famous’ 
  b.  /baatr/    [baː.tăr]      <baatar>    ‘hero’ 
  c.  /baatr-Es/  [baːt.ras]     <baatraas>   ‘hero-ABL’ 








 (9) <alx>  ‘hammer’ vs.  <alax>  ‘kill-FUTP’ 
       <šarx> ‘injury’   vs.  <šarax> ‘broil-FUTP’ 
 
4.2 先行研究における記述 
  (9) のような例は、正書法上は短母音字の有無によるミニマルペアをなしているが、音声
事実はどのようになっているのだろうか。 
 Janhunen (2012) は、未来・形動詞形 -x は直前に必ず母音を必要とし、子音クラスターで
終わる語（＝名詞・形容詞）とミニマルペアが存在すると明記している。 
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 二重母音の後半部分、および長母音 <ii> の 2つ目の母音は、キリル文字では <й> で表記され、




  (10) The most common example of a morphologically conditioned schwa is offered by the 
futuritive participle marker -x, which, at least in normative Khalkha, always requires a 
preceding schwa when following a stem-final consonant. Minimal and subminimal pairs with 
and without the schwa can arise between these forms and words ending in a final consonant 
cluster, as in the example Cyrillic Khalkha erx ‘right’ vs. erex ‘to search’. 
（Janhunen 2012: 70、一部改変） 
 
 Svantesson et al. (2005) によると、未来・形動詞形 -x は音声的にも直前に母音を必要とす
る。しかし、他の弱化母音と同様に、発話スタイルによっては脱落することもあるという。




 (11) <alxaas>  [aɮχas] ‘hammer-ABL’  vs.  <alaxaas>  [aɮχas] ‘kill- FUTP-ABL’ 
       <šarxaas> [ʃarχas] ‘injury-ABL’   vs.  <šaraxaas> [ʃarχas] ‘broil-FUTP-ABL’ 
 





 (12) In the present material, however, epenthesis often does not take place in final Cx clusters (for 
  instance, in [tx] and [sx] schwa is never inserted). This indicates that, in casual speech,     
  epenthesis in final clusters ending with the future-participle suffix -x is governed by the same 
  principle as applies to the other final clusters; that type of cluster is therefore analysed     
  together with other final combinations.                           (Karlsson 2005: 60) 
 
 名詞・形容詞については、モンゴル語の発音辞典である Sambuudorǰ (2012) に記載がある。
<alx> ‘hammer’, <šarx> ‘injury’ の発音は以下のように記されている。 
 
 (13) <alx> [alăxʌ] 
       <šarx> [ʃarχă] 
 
<alx> ‘hammer’ では子音間に弱化母音が現れるとされているが、<talx> ‘bread’ や <xalx> 
‘Khalkha (people)’ ではそれぞれ [talxă], [xalxă] となっており、その位置に弱化母音はない。
このように、語によって表記が異なっているうえ、語末に母音が書かれているなど、実際の
発音を忠実に表しているかどうかは疑問が残る。 



















 (14) 名詞・形容詞     -   動詞未来・形動詞形 
    <(C)VCx>            <(C)VCVx> 
    <alx> ‘hammer’    -   <alax> ‘kill-FUTP’ 
       <njalx> ‘infant’     -   <njalax> ‘paste-FUTP’ 
       <talx> ‘bread’      -   <talax> ‘confiscate-FUTP’ 
       <xalx> ‘Khalkha’   -   <xalax> ‘get hot-FUTP’ 
       <erx> ‘right’       -   <erex> ‘search-FUTP’ 
       <šarx> ‘injury’     -   <šarax> ‘broil-FUTP’ 
       <xamx> ‘sudden’   -   <xamax> ‘gather up-FUTP’ 
    <sawx> ‘chopsticks’ -   <sawax> ‘beat-FUTP’ 
       <xawx> ‘trap’      -   <xawax> ‘sew up-FUTP’ 
 
 語末の x の 1つ前の子音に注目すると、l, r, m, w のいずれかである。x の 1つ前の子音
が x と同等か、x よりも低いソノリティーを持つ子音である場合、名詞・形容詞であれ動
詞の未来・形動詞形であれ x との間に必ず母音が挿入されるので、ミニマルペアは存在し
得ない。また、口蓋化子音 Cj は後ろに必ず母音字 <i> が書かれることから、正書法による
ミニマルペアは存在し得ず、調査語彙として適切ではない。さらに、/n/ と /ŋ/ はどちらも 
<n> （キリル文字 <н>）で書かれ、両者の区別は直後の母音字の有無によってなされるほか、
両者が交替する現象もあるため、やはりミニマルペアをなす調査語彙としては適切でない。 






 それぞれの語は、単独およびキャリア文中の計 2回発音された。 
 名詞・形容詞に関しては、原形（＝主格）を示し、対格接尾辞 -ig (-g)、造格接尾辞 -Er、
共同格接尾辞 -tEi、再帰接尾辞 -E9 を付与したもの、および原形をキャリア文  (15) に 入
れたものを読むように指示した10。 
 
 (15) bat ______ geǰ xelsĕŋ ‘Bat (proper name) said ______’ 
 
 ターゲットとなる語は、ダミーとなる語とともにランダムに並べられている。 
 <alx> ‘hammer’ を例にとると、以下のように読み上げられた。 
 
 (16) alx, alx-ig, alx-ar, alx-tai, alx-a, bat alx geǰ xelsĕŋ 
 
一方、動詞の未来・形動詞形に関しては、動詞語幹（＝命令形）のみを示し、命令形 -φ、
継続・副動詞接尾辞 -ǰ (-č)、完了・副動詞接尾辞 -Ed、過去・形動詞接尾辞 -sn11、未来・形
動詞接尾辞 -x を付与したもの、および未来・形動詞接尾辞 -x を付与したものをキャリア
文  (15) に入れた文を読むように指示した。動詞語幹のみを示すことで、綴り字の影響をで
きる限り排除している。こちらも、ターゲットとなる語はダミーとなる語とともにランダム
に並べられた。 
<alax> ‘kill-FUTP’ を例にとると、以下のように読み上げられた。 
 
 (17) al, al-ǰ, al-ad, al-sn, al-x, bat al-x geǰ xelsĕŋ 
 
5.3 分析方法 
 praat (Boersma and Weenink 2012) を用い、語末の x の直前に母音が存在するか否かを確認
した。母音の有無の判定は恣意的にならざるを得ないが、本調査では準周期的な音声波形が
見られ、スペクトログラム上で第 1、第 2 フォルマントが明瞭である場合に「母音がある」
と判定するほか、聴覚的印象および語のピッチも母音の有無の手掛かりとする。 
語のピッチは基本的に、1音節語では最初から高く (H)、2 音節語では第 1音節が低く第 2
音節が高い (LH)12。この事実から、語のピッチをもとに母音の有無を判定することができる。 
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 詳しくは角道 (1982)、Karlsson (2005) などを参照のこと。 
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 表 7：語のピッチと母音の有無 
ピッチ 語の音節数 x の前の母音の有無 
H 1音節 母音なし 
LH 2音節 母音あり 
 
ただし、1 音節語であってもコーダが重子音である場合、母音が L ピッチ、重子音部分が
Hピッチを担い、LHピッチを実現する可能性があることが Ueta (2014) によって指摘されて





 インフォーマントは以下の 9名である。 
 
表 8：インフォーマント 
話者 年齢 性別 出身 
GM 16 女 ウランバートル（UB） 
BB 17 男 ウランバートル（UB） 
AR 23 男 ウランバートル（UB） 
BS 25 男 ウランバートル（UB） 
SC 27 女 ウランバートル（UB） 
DS 20 女 ダルハン（UBから北へ約 200キロ） 
BC 23 女 アルハンガイ（UBから東へ約 450キロ） 
ES 24 女 ゴビアルタイ（UBから南西へ約 800キロ） 














  表 9 に、話者別の母音の有無を示す。数字は、語末の x の直前に明らかに母音が存在す







話者 名詞・形容詞 <(C)VCx> 動詞未来・形動詞形 <(C)VCVx> 
 単独 キャリア文 単独 キャリア文 
GM 0 0 8 (1) 3 (2) 
BB 0 0 9 4 
AR 8 1 (2) 8 (1) 5 (1) 
BS 4 1 (1) 9 6 
SC 6 (3) 6 (2) 8 (1) 7 (2) 
DS 3 (1) 4 9 7 (2) 
BC 8 (1) 7 (1) 9 9 
ES 1 (1) 0 9 9 
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      図 1：šarx（ES、キャリア文中）              図 2：šarax（ES、キャリア文中） 
  
 図 1、図 2はともに、話者 ESがキャリア文中で発音した語の音声波形、スペクトログラ
ム、ピッチカーブを示しており、図 1 は名詞 <šarx>、図 2は動詞の未来・形動詞形 <šarax> 






















 表 10：名詞・形容詞 <(C)VCx> における母音の有無 
話者 GM BB AR BS SC DS BC ES MC 計 
単
独 
<alx> × × ○ × ○ × ○ × ○ 4 
<njalx> × × ○ ○ ○ × ○ × ○ 5 
<talx> × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 6 
<xalx> × × ○ × ○ × ○ × ○ 4 
<erx> × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 5 
<šarx> × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 6 
<xamx> × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 
<sawx> × × ○ × ○ × ○ × × 3 






<alx> × × ○ × ○ × ○ × ○ 4 
<njalx> × × × × ○ ○ ○ × ○ 4 
<talx> × × × × ○ ○ ○ × ○ 4 
<xalx> × × ○ × ○ × ○ × ○ 4 
<erx> × × × ○ ○ ○ ○ × × 4 
<šarx> × × × × ○ ○ ○ × × 3 
<xamx> × × ○ ○ ○ × ○ × ○ 5 
<sawx> × × × × ○ × ○ × × 2 
<xawx> × × × × × × × × × 0 
 
名詞・形容詞は正書法上 <(C)VCx> の構造を持ち、動詞・未来形動詞形に比べて x の前
に母音が現れにくいことから、「母音が現れる形がイレギュラー」であるとみなすことがで
きる。 
 名詞・形容詞の中で最も多く母音が現れている語は xamx で、18回（2回×9名）のうち
12回で母音が現れている。続いて talx（10回）、njalx, erx, šarx（9回）となる。 
 xamx で母音が現れやすいのは、m が閉鎖性のある子音であるためだと考えられる。閉鎖
性のある m から摩擦音の x に移行する際に、m の出わたり (off glide) が母音として発音
される（あるいは、母音として聞こえる）と考えられる。 
 一方、x の前の子音が m 以外の場合、一定の傾向は見られない。talx では母音が現れや
すいが、同じく l が先行する alx ではそれほど母音が現れやすくはない。また、多くの語
に母音を挿入する傾向にある話者でも、xawx には母音を挿入しないことが多い。これが x の
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表 11：動詞・未来形動詞形詞 <(C)VCVx> における母音の有無 
話者 GM BB AR BS SC DS BC ES MC 計 
単
独 
<alax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 
<njalax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 
<talax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 
<xalax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 
<erex> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 
<šarax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 
<xamax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 
<sawax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 






<alax> × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 
<njalax> × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 
<talax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 
<xalax> × × × ○ ○ ○ ○ ○ × 5 
<erex> ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 
<šarax> × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 7 
<xamax> ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 
<sawax> ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 
<xawax> ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 6 
 
名詞・形容詞とは逆に、動詞の未来・形動詞形は正書法上 <(C)VCVx> の構造を持ち、x の
前に母音が現れやすい傾向にあることから、「母音が現れない形がイレギュラー」であると
みなすことができる。 
 動詞の未来・形動詞形のうち最も母音が現れにくい語は xalax で、18回（2回×9名）の
うち 4回で母音が現れていない。以下、xawax, sawax（3回）、alax, šarax（2回）と続く。 
x の前の子音が w の時に比較的母音が現れにくいが、これは w 自体が母音 [ʊ]13 として
発音されることと関係する。 
動詞の未来・形動詞形 -x は、動詞語幹が子音で終わる場合には母音が挿入される  (18a) 
                                                   
13
 [ʊ] という音声表記は、筆者の聴覚印象と音韻論的解釈に基づいたものである。 
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 が、動詞語幹が母音で終わる場合には、新たに母音が挿入されることはない (18b),  (18c) 。
このことから、「未来・形動詞形 -x は直前に母音を伴う」と言える。 
 
 (18) a. bɔd-x [bɔdɔ̆χ] ‘think-FUTP’ 
 b. saa-x [saːχ]   ‘(to) milk-FUTP’ 
 c. xai-x [χaiχ]   ‘search-FUTP’ 
 




 (19) saw-x [sawăχ] ~ [saʊχ] ‘beat-FUTP’ 
       xaw-x[χawăχ] ~ [χaʊχ] ‘sew up-FUTP’ 
 









 なお、4.2節で述べたように、発音辞典である Sambuudorǰ (2012) でも語によって母音の有
無に違いがあるが、Sambuudorǰ (2012) の表記と本調査の結果は異なっている。 
 
 (20)  語彙   Sambuudorǰ (2012)   本調査（母音が現れた回数） 
  a. <alx>      [alăxʌ]           8 回／18回 
  b. <talx>     [talxă]          10 回／18回 





                                                   
14
 ただし、/aʊ/ という二重母音は認められないため、あくまでも音声的な現象である。 
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 4.2節では、 Svantesson et al. (2005) および Karlsson (2005) の指摘、すなわち「動詞の未










容詞 <(C)VCx> と動詞の未来・形動詞形 <(C)VCVx> は、発音上も母音の有無によるミニ
マルペアをなしている」ということが明らかになった。 




 (21) a. <alx> (N)  /alx/  [aɮχ] 







については、Svantesson et al. (2005) も認めている）。 
 
 (22) /al-ǰ/  [aɮʤ] (*[aɮăʤ]) 
 
 2つ目の案として、未来・形動詞形は音素的母音を持った -Ex の形であると解釈する、と
いう説明が考えられるが、この案も他の接尾辞の振る舞いによって否定される。例えば、動
詞の完了・副動詞形 -Ed は、語幹が母音で終わる動詞に接続する際、母音連続を防ぐため
に子音 g が挿入されるが、未来・形動詞形ではそのようなことは起こらない (23)。また、 -Ed 
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 では母音の弱化は起こらないが、未来・形動詞形では母音の弱化が起こる (24)。 
 
 (23) a. [saːɡad] < /saa-Ed/  ‘(to) milk-PFG’ 
 b. [saːχ] (*[saːɡaχ]) < */saa-Ex/ ‘(to) milk-FUTP’ 
 
 (24) a. [alad] < /al-Ed/  ‘kill-PFG’ 






 2.1.2節で述べたように、Svantesson et al. (2005) は第 2音節以降の音素的母音を「短い」母
音だとみなしており、その根拠として音声的な長さが第 1音節の長母音よりも短母音に近い










動詞形は短母音を持つ -Ex という形となる。短母音は音声的には弱化母音として現れ (25b)、
語幹が母音で終わる動詞に付くときは削除される (26a)。一方、Svantesson et al. (2005) で「音
素的母音」とされていたものは、長母音であると解釈される。したがって、完了・副動詞形
は長母音を持つ -EEd という形となり、音声的に弱化せず (25c)、語幹が母音で終わる動詞
に付いたときは子音 g が挿入される (26b)。 
 
 (25) a. 名詞・形容詞       /(C)VCx/     e.g. /alx/    [aɮχ] 
 b. 動詞未来・形動詞形 /(C)VC-Ex/   e.g. /al-Ex/  [aɮăχ] 
 c. 動詞完了・副動詞形 /(C)VC-EEd/  e.g. /al-EEd/ [aɮaːd] 
 
 (26) a. /saa-Ex/  [saːχ] 
 b. /saa-EEd/ [saːɡaːd] 
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 8 まとめと今後の課題 
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